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平成12年１月末、富士宮市で「第２回富士山学習発表会」が開催されました。富士宮市内の全小中
学校の子どもたちによって行われている富士山に関する研究や活動の展示発表会です。子どもたち
はいったいどんな思いを富士山に寄せているのか？そしてどんな活動をしているのか？今回の特集
はそんな子どもたちの世界をのぞいてみましょう。�

　ある中学校の理科の時間。富士山の地質についての授業

が続いていました。話は富士山の構造に止まらず、いつのま

にか地震のこと、そしてどうしてできたのかなど多くの疑問、

質問に広がり、授業後も子どもたちの「富士山を知りたい」

という欲求は膨れあがるばかり。自ら調べ始める子どもも

出るほどでした。そんな子どもたちの姿がきっかけで、富士

山をテーマとした学習活動「富士山学習」は始まりました。

そして今では富士宮市内の全小中学校に広がり、それぞれ

独自の研究、活動を展開しています。�

　「富士山学習」の基本姿勢は子どもたちの〈知りたい、学び

たい、共に生きたい〉。そして「ねらい」として次のことを掲

げています。〈自分の生まれ育った富士宮の「文化遺産」富士

山と触れ合い、親しみ、調べることにより、富士山の美しさ

や偉大さを知り、感動する心を養う〉〈富士山と自分たちの

生活（暮らし）とのかかわりを調べ、富士山の大切さに気づき、

郷土富士宮に生まれ育つ喜びと誇りをもち、21世紀に生き

る勇気と自信を育む〉〈富士山に寄り添い、富士山に支えら

れて、心身の力を試し、やり遂げる心と体力を育てる〉。まさ

しく、富士山といっしょに暮らすまち、富士宮だから生まれ

た、“大きく”“やさしい”学習活動です。�

■富士山学習とは？�

学内に設けられ富士山学習室には、

先輩たちの残したこれまでの富士

山研究成果が保存されているほか、

学習会なども開かれている。�

（富士宮第二中学校）�

オオムラサキの舞う学校を目指し、

生徒はもちろん、父兄や地域とも協力。

オオムラサキを知る学習と飼育に

取り組んでいる。（富士見小学校）�

�

地元のおじいちゃんやおばあちゃ

んとのふれあいや花植えなど、地域

とのさまざまな交流が子どもたち

によって行われている。（大宮小学校）�

「富士山を知りたい、学びたい、共に生きたい」�「富士山を知りたい、学びたい、共に生きたい」�

リポート・富士山学習�リポート・富士山学習�

自分たちで調べた富士山の歴史
や富士山に住む動植物のことを
書いたパンフレットを作り、自ら
登山客に手渡し。夏休みの終わり
には全国からパンフレットの返
事が届いた。�
（大富士小学校）�

ネットワークで広がる富士山環境活動�
　「ふじさんネットワーク」も今や150以上の団体、企業、
そして賛助会員が参加する、大きな輪に育っています。こ

のネットワークが力を合わせれば、子どもたちの富士山環

境教育だけでなく、大人や若者をも巻き込んだ環境活動も

実現できるはずです。「ふじさんネットワーク」には富士山

の環境保全活動をもっともっと大きく広げる可能性が潜

んでいます。平成12年度、「ふじさんネットワーク」は、こ
の可能性の実現を目指し活動していきます。多くのみなさ

んの御協力をお願いいたします。�

ネットワークを活かした�
バーチャルプラン�
　「ふじさんネットワーク」に

は自然保護団体や行政、学校、

企業、マスコミと様々な分野

の会員がいます。そしてそれ

ぞれが専門の知識や技術を持

っています。これを子どもた

ちの環境教育に活かすことが

できたら。たとえば……。�

富士山を学ぶ体験植樹�
幼樹や苗木を提供してくれる

団体、企業や、植樹を指導して

くれる専門家が集まれば、子

どもたちに植樹を体験しても

らうことができます。�

お泊まり体験自然教室�
宿泊研修施設を開放してく

れる行政機関や企業があって、

カルチャー指導してくれる

専門家が集まれば、１泊２日、

夜の星空講座つき体験自然

教室が開けるかもしれません。�

�

富士山ものしり講座�
もしも、学校や自然保護団体
の植物、昆虫、地質などの専
門家に講師を務めてもらえ
たら「移動富士山ものしり講
座」が開けます。さらに「イン
ターネット講座」にひろげる
ことも。�

富士山こどもエコツアー�
ツアーをプランしてくれる

旅行会社や企業があれば、自

然を肌で学ぶ子どもエコツ

アーの開催も可能です。�

発信！全国の子どもたちへ�

�新聞社やテレビ、ラジオ局の
協力があれば、もっともっと
多くの子どもたちに富士山
の情報が発信できます。もち
ろん富士山体験を呼びかけ
ることも。�

企 業�

マスコミ�

学 校�

行 政�

自然保護�
団体�

「富士山の環境教育を応援しよう」�「富士山の環境教育を応援しよう」�

バックアップ・シュミレーション�バックアップ・シュミレーション�

資料提供/富士山学習研究会�



このページは会員のみなさんのページです。原稿をお送りくだ
さい。みなさんの団体、グループのテーマ、活動、メッセージ等、
写真を添えてご紹介いたします。��

富士山自然の森づくり�

富士宮市星山85-186�
TEL・FAX/0544-24-9348

富士山の自然林再生活動�

富士山須山口登山歩道保存会�

裾野市須山701-12 （事務局・杉山）�
TEL/0559-98-1138

復活した須山口登山歩道を守るために�

　私たちは平成8年9月の台風による風倒木跡へ広葉樹

植栽による再生活動に毎月取り組んでいます。平成11年

度の活動は次の通りです。（2月まで）�

1.定例活動（毎月1回実施）�

　4月・5月　　　  広葉樹の植栽と食害調査�

　6月　　　　　　伐採・地揃え植栽�

　7月・9月　　　  植栽後の下刈りと苗場草取�

　8月　　　　　　大沢・時塚の自然林観察会�

　10月・11月　　 種子稚樹採取と苗場植え付けと竹採り�

　12月・1月・2月　森づくり教室（一般公開講座）�

2.関連活動�

●富士山の森再生活動推進協議会出席（森林管理局主催）�
●県主催富士山3776大作戦 ●森づくり行事への指導参加�
●市主催広葉樹植栽地地拵 ●植栽行事への指導参加�
●第50回全国植樹祭の県表彰、森づくり宣言�
●国土緑化推進機構「緑の募金の森」造成事業に参画�
●ふじさんネットワークへの参加�
●日米草の根交流サミット企画と講話と植栽指導�
●富士宮市、焼津市小学校生徒への講話現地指導�
●富士宮市家庭学級、富士市公民館事業への指導�
●富士山動物動向調査、自生稚樹の生残率調査の実施�
●シカ動向調査（センサーカメラ、足跡、糞、食痕など）�
●粟倉苗場への整備管理（種子稚樹の採取と育苗）�
●小規模倒木跡への伐採と植栽�
●森づくり共同活動や自然関連団体への講話派遣�

　私たちが森を造るのではなく、自然に再生する森に学び

ながら安定した森が早く再生できるよう少しお手伝いを

するという気持ちで取り組んでいます。富士山の森再生の

ため自生種を扱い、富士山の好きな仲間の善意により楽し

い汗を流しながら長く続けていきたいと願っています。�

　誰でもいつでも自由に参加できます。時間があきました

らぜひ富士山西臼塚に来てください。�

　平成9年、待望の「須山口登山歩道」が復活しました。この

登山道が開かれた年代は定かではありませんが、大宮（富

士宮）、吉田登山道と共に鎌倉時代からあったと言われて

いま�

す。その後は宝永の噴火により一時途絶え、70余年後に復�

活。明治前半までは登山者も多かった。明治末、大野原が旧

陸軍の演習場となったため有名無実という歴史を経、よう

やく85年ぶりに、渡邊徳逸氏の指導によって復活させる

ことができました。車社会の現代ですが、昔のように各登

山道の下宮である浅間神社から歩いていこう。歩いていけ

るという意を込めて、登山「歩」道としました。�

　会員は60～70歳前後の人たちが中心で、この復活した�

「富士山須山口登山歩道」が多くの人に愛され、生き続ける

ことを願い活動を続けています。�

��

●活動内容�

●須山口登山歩道、下山歩道の整備（草刈りや倒木の片付）�

　５月～10月�
●道標の作成と設置�

●行事�

●開山式記念登山（７月１日）�

　本年のコースは、須山浅間神社から水ヶ塚（バス）�

　水ヶ塚－須山御胎内－幕岩－御殿場口太郎坊（徒歩）�

　太郎坊－須山浅間神社（バス）�

　裾野市を中心に約60名が参加の予定�
●秋の紅葉散策と登山歩道の清掃�

　日時、参加人員等未定�

富士山の自然を守り育てる�

　当社は創業以来「富士山の自然を守り育てる」を経営理
念の一つにかかげ、様々な環境保全活動に力を入れて取り
組んできましたが、そのいくつかの事例をご紹介いたします。�
○ CNGバス、アイドリングストップバスの導入�
　平成7年、当社は国立公園地域では全国で初めてCNGバ
ス「エバーグリーンシャトル」を導入しました。窒素酸化物
や黒煙のまったく出ないクリーンなこのバスは富士登山
バスを中心に運行しており、現在富士急グループで15両保
有しています。�
　一方、従来のバス車両の運行においても信号待ちや停車
時にはアイドリングストップを励行、車両の更新にあたっ
てはアイドリングストップ装置の付いた車両を順次導入
しています。�
○「富士急記念の森林（もり）」の造成�
　平成3年、会社創立65周年事業の一環として、富士宮市
の富士山国有林に「富士急記念の森林（もり）」を造成しま
した。これは富士山の自然を守り育ててきた当社が、林野
庁の推進している「国民参加の森づくり」に参加したもので、
富士山の自然植生に適した樹木を植栽し、60年にわたって
育て上げていくものです。毎年、新入社員の手で下草刈りや
植え付け整備が行われています。�
○有料道路での低公害車両通行料割引制度の実施�
　当社は裾野市で総延長8.5kmの有料道路「南富士エバー

グリーンライン」を経営していますが、昨年4月から全国の
有料道路で初めて、低公害車両を対象にした通行料の割引
を開始しました。電気自動車、天然ガス自動車、ハイブリッ
ト自動車、メタノール自動車を対象に通行料を4割引にし
ています。�
○鉄道・バス業界初、ISO14001認証取得�
　昨年1月、本社（山梨県富士吉田市）及び東京本社（東京都
渋谷区）で環境マネジメントの国際規格である「ISO14001」
の認証を全国の鉄道・バス業界で初めて取得しました。�
　今後とも、永遠のテーマである環境保全について全社を
あげて取り組んでまいります。�

富士急行株式会社�
山梨県富士吉田市新西原5-2-1 TEL/0555-22-7113 

http://www.fujikyu.co.jp/

富士自然観察の会のいま�

　富士山の南麓、愛鷹山塊以西、富士川以東富士市とその

隣接地域をフィールドにしております。会の発足当初から

会員を対象にした自然観察会が活動の中心です。身のまわ

りの自然に関心をもってもらいたい。そして、愛着をもっ

てもらいたい。自分にとってかけがえのないものであるこ

とに気付いてもらいたい。素朴な願いから会を立ち上げま

した。�

　現在、130名の会員を数えますが、積極的に参加する方

は時間にゆとりのあるメンバーで、未来を託す若者の姿が

ないことが長い間の課題でした。経験からヒトの自然への

興味、係わり方は9才頃までに土台が固まってしまうよう

です。「親と子の観察会」を計画する所以です。しかし、バブ

ル期までの経済、開発中心の時代からゆとり中心のソフト

重視の世の中に傾きかけていること。小中学校の週休2日

制への動きも追い風になりました。今、会の活動の場も会

員対象を柱にしつつ「こどもエコクラブ交流会」「ふじのく

にゆうゆうクラブ」市内各公民館行事など、それぞれの地

域に密着した場へ輪を広げています。会員対象12回など

月2回の年間計画をこなしますが、各方面の要請を受け自

然との対話の手助けをしております。この合間にフィール

ド調査で腕に磨きをかけます。�

　親子観察会では「遊びながら自然に親しむ」方法を取っ

ております。これまでに蓄積した「あそび」を整理して冊子

にまとめる作業が進行中です。埋もれたあそびの発掘ばか

りではなく、会員が工夫したユニークな自然に親しむ方法

を絵入りで紹介します。�

　我が町は、富士山麓開発に網をかけ乱開発に歯止めをか

けているにもかかわらず、裾野に人工物が緑を蝕んでいる

ことも事実です。私たちの活動の成果が試されています。�

富士自然観察の会�

富士市伝法2794-3 （事務局）�
TEL/0545-52-4441  

昨年4月より導入したアイドリングストップバス�
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誌上インターネット・ホームページ�

今日の富士山�
投稿者：nonさん  女性�

今日の朝、安倍川から見た富士山はとてもきれいでした。��

Re今日の富士山�
投稿者：村上  次郎さん  50才  男性�

ＮＨＫで富士山の見える最北限の村を見ました。雲海の彼方に

見える富士山を感激する村の人。見ている私も感動しました。

富士山は人々の心を揺るがす存在である事を改めて痛感しま

した。子供の頃の印象は東京タワーの隣に富士山が見えてい

た事です。今、静岡に在住し、東名高速を走りトンネルを抜け

由比に出た時、富士山が目一杯入った時の感動は筆舌に尽く

し難いものがありました。因みに最北限は福島県、南限は和歌

山県だそうです。�

「ふじさんネットワーク」ホームページに掲載されている（３月10日現在）情報をピックアップしました。�

植　林�

日　時：4月16日（日）時間未定�
場　所：富士山西臼塚周辺�
問い合せ：富士山クラブ静岡事務所�
          TEL/0559-83-4133

日　時：5月5日（祝）8:30～15:00�
場　所：富士社会教育センター集合  �
団体名：富士山ナショナル・トラスト�
問い合せ：富士社会教育センター�
          TEL/0550-89-2530

第１回春の自然観察と�
幼苗特集�

第２回春の自然観察と�
幼苗特集�

日　時：5月4日（木）～6日（土）�
場　所：浅間大社�
団体名：富士宮市観光協会�
問い合せ：浅間大社�
�          TEL/0544-27-2002

日　時：5月7日（日）9:00～12:00頃�
場　所：勢子辻（富士山こどもの森南1キロ）  �
問い合せ：富士自然観察の会　中村�
          TEL/0545-52-4441�
　　　　　　　　　　　（夜間のみ）�

第２回春の挿し木�
（苗木づくり）活動�

日　時：5月14日（日）8:30～15:00�
場　所：富士社会教育センター集合  �
団体名：富士山ナショナル・トラスト�
問い合せ：富士社会教育センター�
          TEL/0550-89-2530

日　時：4月22日（土）9:30～15:00�
場　所：富士山御胎内清宏園内�
　　　「土に還る木工房」�
問い合せ：じゃおクラブ  郡司�
�   　 TEL･FAX/045-812-2907

じゃおの森整備�

第１回春の挿し木�
（苗木づくり）活動�

日　時：5月7日（日）8:30～15:00�
場　所：富士社会教育センター集合  �
団体名：富士山ナショナル・トラスト�
問い合せ：富士社会教育センター�
          TEL/0550-89-2530

第9回富士山「まなびの森」�
植林ボランティア活動�

日　時：4月23日（日）10:30～15:00�
場　所：富士山「まなびの森」�
　　　 （表富士2合目国有林内）�
団体名：富士山「まなびの森」実行委員会�
問い合せ：住友林業株式会社  総務部内�
          TEL/03-3349-7521

緑の募金の森・�
広葉樹の植栽-1

日　時：4月23日（日）9:00～15:00�
場　所：富士山国有林　210林班�
問い合せ：富士山自然の森づくり 仁藤�
      TEL・FAX/0544-24-9348

緑の募金の森・�
広葉樹の植栽-2

日　時：5月21日（日）10:00～14:00�
場　所：富士山国有林　210林班�
問い合せ：富士山自然の森づくり 仁藤�
      TEL・FAX/0544-24-9348

第10回富士山「まなびの森」�
植林ボランティア活動�

日　時：4月25日（火）10:30～15:00�
場　所：富士山「まなびの森」�
　　　 （表富士２合目国有林内）�
団体名：富士山「まなびの森」実行委員会�
問い合せ：住友林業株式会社  総務部内�
          TEL/03-3349-7521

浅間大社やぶさめ祭�

勢子辻の野草�

日　時：4月28日（金）・29日（土）�
          4/28 10:00～  �
　　　 4/29 15:00まで�
場　所：富士社会教育センター集合  �
団体名：富士山ナショナル・トラスト�
問い合せ：富士社会教育センター�
          TEL/0550-89-2530

第4回富士山3776�
自然林復元大作戦�

日　時：4月30日（日）10:00～15:00�
場　所：富士宮市粟倉�
問い合せ：静岡県  富士山保全室�
          TEL/054-221-3618�
�

日　時：5月3日（祝）8:30～15:00�
場　所：富士社会教育センター集合  �
団体名：富士山ナショナル・トラスト�
問い合せ：富士社会教育センター�
          TEL/0550-89-2530

春の植樹活動�
御殿場口鈴丸尾植樹活動�



●富士山にちなんだ「富士百人一首」出版�
　3.3 静岡新聞朝刊�
�
●富士山トイレ研究会委員長・岩堀恵祐氏�
　3.4 静岡新聞朝刊�
�
●富士宮西高ワンゲル部・富士山の体験一冊に�
　3.5 朝日新聞朝刊�
�
●富士山レーダーの功績認定・米学会が記念プレート�
　3.7 静岡新聞朝刊�
�
●狩野探幽の連作「富士十二景図」見つかる�
　3.14 産経新聞朝刊�

「富士山」に関する、ここ数ヵ月間の新聞記事の中から�
ピックアップしました。�

▼3.1静岡新聞 夕刊�

▼2.15静岡新聞 朝刊�

●富士宮市のホームページ「富士山写真」が人気�
　1.11 静岡新聞朝刊�
�
●富士の山肌に「かぐや姫」？！�
　1.25 静岡新聞朝刊�
�
●観光と環境どう調和？富士で懇話会�
　1.26 静岡新聞朝刊�
�
●富士山をゴミから守れ「不法投棄一掃クリーン作戦」�
　1.29 静岡新聞朝刊�
�
●環境保全活動に助成・1件20万円限度に新年度スタート�
　2.6 静岡新聞朝刊�
�
●富士山のすそ野で300人が雪合戦�
　2.12 毎日新聞朝刊�
�
●富士山ろく200キロ・10月に1周ウォーク開催�
　2.25 中日新聞朝刊�
�
●富士山を生かした観光振興で山梨県と合同組織設立�
　3.1 静岡新聞夕刊�
�
�



事務局通信�

Eメールアドレスを教えてください��
多くの会員の方々からご意見をいただくために、�

またそのご意見を活動に反映させていくために、�

この度「メーリングリスト」を作製することにい

たしました。会員団体の代表の方だけでなくそ

れぞれの会のメンバーの方々にも参加していた

だきたいと思います。Eメールアドレスを事務局�

（3776@fujisan-net.gr.jp） までお知らせください。�

�
�
ホームページをリニューアルします��
ふじさんネットワークのホームページがこの春、

生まれ変わります。トップページのデザインも

一新し、内容もリニューアル。富士山に関する

新聞記事を集めた「ニュースクリップ」や「富士

山ギャラリー」なども新設予定。この情報誌も

ホームページ上で見ることができるようにな

ります。ご期待ください。�

�
�
「MEMBERS」原稿のお願い��
会員のみなさんの自己紹介ページ「MEMBERS」
の原稿をお送りいただいてない会員のみなさん、
お送りいただけますようお願いいたします。�
�
�
富士山の写真募集中！��
インターネットホームページに「富士山ギャ
ラリー」の開設を予定しています。みなさんの
お持ちのとっておきの「富士山写真」をお貸し
ください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
会員募集��
「ふじさんネットワーク」は随時会員を募集し
ています。お気軽にお問い合わせください。�

「ふじさんネットワーク」事務局�
〒420-8601  �
静岡市追手町9番6号  �
静岡県環境部富士山保全室内�
TEL/054-221-3618  �
FAX/054-255-6495�
URL/http://www.fujisan-net .gr. jp/�
E-mail/3776@fujisan-net.gr.jp�

　富士山は、その雄大さ、気高さにより、古くから人々に深い感銘を与え、�

「心のふるさと」として親しまれ、愛されてきた山です。�

　富士山は、多様な自然の豊かさとともに、原生林をはじめ貴重な�

動植物の分布など、学術的にも高い価値を持っています。�

　富士山は、私たちにとって、美しい景観や豊富な地下水などの恵み

をもたらしています。この恵みは、特色ある地域社会を形成し、潤いに

満ちた文化を育んできました。�

　しかし、自然に対する過度の利用や社会経済活動などの人々の営み

は、富士山の自然環境に様々な影響を及ぼしています。富士山の�

貴重な自然は、一度壊れると復元することは非常に困難です。�

　富士山は、自然、景観、歴史・文化のどれひとつをとっても、人間社会

を写し出す鏡であり、富士山と人との共生は、私たちの最も重要な課題

です。�

　私たちは、今を生きる人々だけでなく、未来の子供たちのため、その

自然環境の保全に取り組んでいきます。�

　今こそ、私たちは、富士山を愛する多くの人々の思いを結集し、保護

と適正な利用のもとに、富士山を国民の財産として、世界に誇る日本の

シンボルとして、後世に引き継いでいくことを決意します。�

�

　よって、静岡・山梨両県は、ここに富士山憲章を定めます。�

富 士 山 憲 章 �
�

1 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。�

1 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。�

1 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。�

1 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。�

1 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。�

静 岡 県�

山 梨 県�

平成10年11月18日�
�

1　「美しい富士山を後世に引き継ぐ」�

2　「ゴミは絶対捨てずに、すべて持ち帰る」�

3　「ゴミになるようなものを最初から持っていかない」�

4　「登山道をはずれて歩かない」�

5　「登頂記念の落書きをしない」�

6　「車道外へ車両等を乗り入れない」�

7　「溶岩樹型等の特殊地形を壊さない」�

8　「駐車場ではアイドリングをしない」�

9　「動植物を採らない」�

10　「トイレなど公共施設をきれいに使う」�

10の約束、美しい富士山をあなたと共にいつまでも�
策定：富士山地域環境保全対策協議会�

『富士山カントリーコード』�
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